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英語名：Urinary retention、Dysuria 

同義語：なし 

 

 

Ａ. 患者の皆様へ 
 

 

ここでご紹介している副作用は、まれなもので、必ず起こるというものではあり

ません。ただ、副作用は気づかずに放置していると重くなり健康に影響を及ぼすこ

とがあるので、早めに「気づいて」対処することが大切です。そこで、より安全な

治療を行う上でも、本マニュアルを参考に、患者さんご自身、またはご家族に副作

用の黄色信号として「副作用の初期症状」があることを知っていただき、気づいた

ら医師あるいは薬剤師に連絡してください。 

 
 

 膀胱
ぼうこう

収縮力と尿道の閉まり具合のバランスがくずれて、お

しっこが膀胱に充満していて出したい気がするのに、おしっ

こができない尿閉や、おしっこが出づらい排尿困難が医薬品

によって引き起こされる場合があります。主に抗ムスカリン

様作用を有する薬物を含む、過活動膀胱治療薬、胃腸薬、下

痢止め薬、抗精神病薬・抗うつ薬、抗不整脈薬などでみられ、

総合感冒薬のような市販の医薬品でもみられることがありま

す。何らかのお薬を服用していて、次のような症状がみられ

た場合には、放置せずに医師・薬剤師に連絡してください。

なお、尿閉の場合には迅速な病院への受診が必要となります。 

 
「おしっこがしたいのに出ない」、「おしっこの勢いが弱い」、

「おしっこをしている間に何度もとぎれる」、「おしっこが出

るまでに時間がかかる」、「おしっこ出すときにお腹に力を入

れる必要がある」、「おしっこをしたあとにまだ残っている感

じがある」などがみられ、これらの症状が急に強く自覚され

たり、持続したりする。 

 

尿 閉
にょうへい

・排尿困難 
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１．尿閉と排尿困難とは？  

 
尿閉はおしっこが膀胱に充満していて出したい気がするの

におしっこができない状態で、痛みを伴います。排尿困難は

おしっこの勢いが弱い（尿勢低下）、おしっこの線が 1本では

なく分かれて飛びちる（尿線分割）、おしっこをしている間に

尿がとぎれる（尿線途絶）、おしっこが出るまでに時間がかか

る（排尿開始遅延）、おしっこを出す時にお腹に力を入れる（腹

圧排尿）、おしっこの終わりに勢いが弱まり、滴下する（排尿

終末時尿滴下）などの症状が起こる状態です。尿閉と排尿困

難は膀胱の収縮する力の低下や尿道の閉まり具合が（尿道抵

抗）が強くなるために起こります。膀胱の収縮する力と尿道

の閉まり具合のバランスがくずれるとおしっこをした後に膀

胱にまだおしっこが残るようになります。膀胱の収縮する力

の低下は、膀胱と尿道の動きを調整する神経の障害により起

こる神経因性膀胱や、尿道の塞がった状態が一定期間継続し

た後に引き続いて起こります。尿道の閉塞疾患でもっとも頻

度の多い疾患は男性の場合には前立腺疾患（前立腺肥大症、

前立腺癌）です。次に認められる疾患は尿道狭窄です。尿閉

と排尿困難は医薬品によっても起こります。多くの医薬品が

原因になりますが、代表的なものとしては頻尿尿失禁治療

薬・過活動膀胱治療薬、抗精神病薬・抗うつ薬、抗不整脈薬

などでみられます。総合感冒薬のような市販の医薬品でもみ

られることがあります。 

医薬品によって尿閉や排尿困難が起こる原因として、膀胱

や尿道の働きを調整している神経への影響が知られています。  

その機序としては、膀胱の筋肉（排尿筋）の収縮を起こす

神経の働きが抑えられる場合と、尿道の筋肉（尿道括約筋）

の収縮を起こす神経の働きが強くなり、尿の出口の閉まりが

強くなりすぎる場合があります。 
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２．早期発見と早期対応のポイント 

 
原因と考えられる医薬品を服用してから数時間以内に発症

することもありますし、数ヵ月後に発症することもあります。

糖尿病などがあり、排尿筋の収縮力が低下している場合には

発症しやすくなります。とくに、前立腺肥大を合併している

男性では起こりやすいので、留意が必要です。「尿意があるの

に排尿できない」、「尿の勢いが弱い」、「尿をしている間に尿

が何度もとぎれる」、「尿が出るまでに時間がかかる」、「尿を

する時にりきむ」、「尿をしたあとに、まだ尿が残っている感

じがある」などがみられた場合で、医薬品を服用している場

合には、放置せずに、医師・薬剤師に連絡するか、医師の診

察をすみやかに受けて下さい。 

尿閉に対しては、尿道からカテーテルを膀胱内に挿入して、

膀胱内の尿を導尿することが必要です。また、症状なく進行

する場合もあるので、早期発見・早期対応のため、以下の医

薬品を服用している方は、担当医から尿閉と排尿困難を含め

た副作用とその早期発見のための注意などの説明があると思

いますので、その指示に従ってください。 

 

頻尿尿失禁治療薬・過活動膀胱治療薬 

胃腸薬、下痢止め薬 

抗精神病薬・抗うつ薬  

抗不整脈薬 

総合感冒薬 
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※ 医薬品の販売名、添付文書の内容等を知りたい時は、このホームページにリンクしている

独立行政法人医薬品医療機器総合機構の「医療用医薬品 情報検索」から確認することがで

きます。 

https://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuSearch/ 

 

※ 独立行政法人医薬品医療機器総合機構法に基づく公的制度として、医薬品を適正に使用し

たにもかかわらず発生した副作用により入院治療が必要な程度の疾病等の健康被害につい

て、医療費、医療手当、障害年金、遺族年金などの救済給付が行われる医薬品副作用被害救

済制度があります。 

（お問い合わせ先） 

独立行政法人 医薬品医療機器総合機構 救済制度相談窓口 

https://www.pmda.go.jp/kenkouhigai_camp/index.html 

電話：0120－149－931（フリーダイヤル）[月～金] 9 時～17時（祝日・年末年始を除く） 


